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(^_^)v 趣味に生きる（第２回）～☀～☂～☁～☃～☀～☂～☁ 
 

 

下手でも，バイオリンに感謝 
 

池 田  斉 
(埼玉医科大学総合医療センター中央検査部 教授) 

                          

 

 趣味がないと退職したあと困るらしい。その

事をすでに予想していたのだろう。母は，小学

校五年生の私を無理やり近所のバイオリンの先

生の所へ連れて行った。好きなテレビ番組が見

られなくなって不満だったが，我慢して五年ぐ

らいレッスンを受けた。お陰で，下手ではある

が，バイオリンは趣味のようになっている。練

習しても一定のレベル以上に上達しないのは悔

しいが，田舎の先生に教わったためだろう。自

分の才能のせいとは思いたくない。それでも，

大学のオーケストラに入ったり，結婚式では，

スピーチが苦手なので，バイオリンをひいてお

祝いのかわりにしたこともある。 

 ところが，数年前のこと，親戚の結婚式でバ

イオリンをひいた時，あがって，途中で指が完

全にとまってしまった。初めての経験だった。

宴席の終わりのほうで，アルコールを飲みすぎ

たせいもある。幸い，ピアノの伴奏の人はその

まま終わりまでひいてくれた。曲を知っている

人は私がトチッた事にすぐ気づいたろうが，知

らない人は，異常に休みの多い曲だと思ったこ

とだろう。この失態は趣味だから許されたこと

だった。もし，仕事がバイオリンで，医者が趣

味だったら，大変だろうと思った。しかし，ど

ちらも趣味だったら，もっと楽しいだろうとも

思った。 

 

 名誉挽回のチャンスは，一昨年 11 月に訪れ

た。臨床検査同学院主催の ｢緒方富雄賞｣ 授賞

式の懇親会でバイオリンをひくことになったの 

 

 
 

 

だ。ピアニスト(自称)の I 先生との本邦初の競

演である。5 年ぐらい前，H 市であった別の学

会のパーティで，二人は，モーツアルトのソナ

タを演奏する予定だった。しかし，その時は，I

先生が，当日重要な予定が入っていることを，

急に思い出したため，キャンセルされて，5 年

ぶりに実現した。曲目はモーツアルトの ｢ピア

ノとバイオリンのためのソナタ｣。二人は，互

いに相手の演奏を聴いたことはなかったが，自

分よりは上手いだろうと思っていた。 

 一度は音合わせしておいたほうが安全だろう，

と思った私は，開会の 1 時間前に会場に着いて

いた。ヤマハの古いアップライトピアノが会場

の隅にあった。頼んでおいた譜面台も用意され

ていた。私が練習を始めて 30 分ぐらいたった

ころ，I 先生が到着した。大学で講義があった

らしく，汗を拭きふき駆け込んできた。さっそ

く合わせてみたが，先生はなかなか調子がでな

いようだった。二度やってみたが，どうもうま

くかみ合わない。聞くと，｢風邪ひいちゃって 
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ネ｣ ということだった。モーツアルトは諦めて，

急遽，曲目を変更することにした。これなら絶

対弾けるという曲に変えた。ベートーベンの

「メヌエット・ト長調」だ。｢キラキラ星｣ や 

｢ちょうちょ｣ でもよかったのだが，譜面がなか

ったし，二人とも年齢的に無理があるのでやめ

た。 

 懇親会が始まり，数人のあいさつのあと宴席

も進んで，二人の登場となった。I 先生も私も

かなり飲んでいたので，あまり緊張しなかった。

｢メヌエット｣ は，リズムに乗れて，上々の出来

だった。耳に慣れた曲のためか，皆の評判はよ

かった。｢お陰さまで癒されました｣ とお世辞を

言ってくれる人もいた。たぶん，お酒で癒され

たのだろう。気をよくした二人は，さっそく，

来年はどの曲をやろうかと相談した。 

 

 一年がたって，昨年もまた ｢緒方富雄賞｣ の

授賞式があった。11 月 7 日。所も同じ神田の学

士会館である。今回は ｢金婚式｣ という曲をや

ることに決めていた。当日早めに来て練習しよ

うと思ったが，I 先生は，今日も大学の用事が

あって来られず，ブッツケ本番になってしまっ

た。授賞式が終わって，立食パーティが始まっ

た。宴もたけなわとなり，そろそろ出番も近づ

いた。司会者は，私たちの演奏をアナウンスし

た。ところが，I 先生の姿が見当たらない。ど

うしたのだろう？ トイレだろうか？ それとも

ビールをついでまわっているのだろうか？ I 先

生はサービス精神の旺盛な人だ。いつも，自分

より人の幸せを考える人だ。しばらくして，司

会者が私に ｢先生がいました｣ と報告に来た。

よかった。私は見捨てられたわけではなかった。

I 先生は ｢ちょっと待って。今，譜面を探すか

ら｣ と言って，カバンの中から ｢金婚式｣ の楽譜

のコピーを取り出した。 

 ｢じゃ，ゆっくりネ｣ と合図して演奏を始めた。

ところが，ピアノの楽譜をめくる人がいなかっ

たため，途中で一度中断した。やり直してしば

らく進んだが，I 先生の譜面には最後のページ

がなかった。再び中断して，相談した結果，も

う一度最初に戻って繰り返して終わった。聴衆

はアルコールの酔いのため，ほとんど反応がな

かったが，途中で騒いだりブーイングする人も

いなかった。全員が紳士淑女である。｢金婚式｣ 

という曲は，とても美しい曲である。選曲には

問題なかったと思う。晴れの授賞式に相応しい

おめでたい曲だったからだ。演奏した二人は，

もっとおめでたかったかもしれない。しかし，

この曲が，皆が知っている曲だったのが救いだ

った。私たちの拙い演奏を通して，元の美しい

旋律をイメージしてくれたのだろう。演奏が終

わった時，大阪からいらした T 先生が ｢こうい

うのがあると，場が和みますよネ｣ と言ってく

れた。それが，とても嬉しかった。その言葉を

鵜呑みにした私たちは，また元気を取りもどし

た。 

 ｢そうなのだ。リサイタルは演奏者の自己満

足に終わってはいけない。聴衆が満足してこそ

成功と言えるのだ。｣ 

 二人は，｢バイオリン名曲集｣ の中から，来年の

曲を探した。｢名曲集｣ には，全部で 30 曲ぐら

い載っている。そのうち私がひける曲は 20 曲ぐ 

 

 

 
2008 年 ｢緒方富雄賞｣ の授賞式にて 
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らいある。この会は年に 1 回だから，もし I 先

生も私も死ななければ，あと 20 回はだいじょ

うぶだ。 

 来年も，聴衆には今年以上に十分アルコール

を飲んでいただいて，意識を失う前に，耳障り

でない音楽を提供しようということになった。

何事も継続する事が大切である。継続は力だ。

しかし，継続は疲れるものでもある。 

 私は，下手なバイオリンでも続けてきてよか

ったと思った。これが縁で I 先生とも音楽友達

になれた。同学院の皆様とも心を通わせること

が出来た。｢芸は身を助ける｣ とまではいかない

が，バイオリンは，私の欠点をカバーしてくれ

る。 

 下手でも，バイオリンに感謝！ 

 

           読者の方にはさまざまな趣味をお持ちの方がおいでかと思います。 

           編集室では本コラムへのご投稿を心よりお待ちいたしております。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


